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生
活
保
護
…「
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
実
際
に
ど
う
い
っ
た
制
度
な
の
か
は
よ
く
知
ら
な
い
」そ

う
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

　
「
極
貧
」「
ク
ー
ラ
ー
や
テ
レ
ビ
も
持
て
な
い
」「
親
族
が
い
る
と
受
け
ら
れ
な
い
」「
病
気
じ
ゃ
な
い
と
受
け
ら

れ
な
い
」「
六
五
歳
以
上
じ
ゃ
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い
」「
母
子
家
庭
じ
ゃ
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い
」

　
「
一
人
暮
ら
し
だ
と
受
け
ら
れ
な
い
」「
年
金
を
貰
っ
て
い
る
か
ら
受
け
ら
れ
な
い
」「
働
い
て
い
る
か
ら
受
け

ら
れ
な
い
」「
持
ち
家
を
売
ら
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い
」「
車
を
持
っ
て
い
る
と
受
け
ら
れ
な
い
」

　

こ
の
よ
う
な
悪
い
イ
メ
ー
ジ
や
厳
し
い
受
給
制
限
の
否
定
的
な
噂
や
誤
解
ば
か
り
が
先
行
し
て
、
意
外
な
ほ

ど
そ
の
実
体
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ゆ
え
本
当
は
生
活
保
護
が
必
要
な
状
態
な
の
に
保
護
を
受
け
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
生
活
保
護
シ
ス
テ

ム
の
存
在
そ
の
も
の
す
ら
知
ら
な
い
人
も
多
く
、
現
在
の
受
給
者
は
一
六
二
万
人
（
二
○
○
九
年
一
月
）
で
す
。

一
説
に
は
最
低
生
活
費
（
一
人
世
帯
で
月
収
十
二
万
円
以
下
程
度
）
を
下
回
る
五
○
○
万
人
か
ら
七
○
○
万
人

の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
や
、
年
金
だ
け
で
は
暮
ら
せ
な
い
生
活
困
窮
者
の
約
二
割
し
か
保
護
を
受
け
て
い
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
正
し
い
情
報
が
行
き
渡
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
こ
が
こ
の
制
度
の
大
き
な
矛
盾
で
も
あ
る
の
で
す
が
、「
百
年
に
一
度
」
と
い
わ
れ
る
こ
の
不
景
気
な
ご
時

世
、
要
保
護
者
を
全
員
保
護
し
た
ら
、
国
の
財
政
は
あ
っ
と
い
う
間
に
破
綻
し
て
し
ま
い
ま
す
。
悪
い
イ
メ
ー

ジ
が
保
護
申
請
の
大
き
な
抑
止
力
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
あ
え
て
国
も
積
極
的
に
は
広
報
を
し
な
い
の
で
す
。

こ
の
政
府
の
姿
勢
は
、予
算
云
々
以
前
の
大
問
題
で
す
。
国
民
に
対
す
る
裏
切
り
と
い
う
感
情
論
と
は
別
に
、「
憲

法
無
視
」
状
態
を
政
府
自
ら
作
り
出
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

生
活
保
護
を
ひ
と
こ
と
で
言
う
と

　

国
が
、
生
活
に
困
窮
す
る
す
べ
て
の
国
民

に
対
し
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
」
を
保
障
し
、
自
立
を
助
け
て
く
れ
る
制

度
で
す
（
憲
法
二
五
条
）。

　

し
か
も
、
保
護
の
要
件
（
あ
ら
ゆ
る
努
力

を
し
て
も
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
で
き

な
い
）
を
満
た
す
人
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由

を
と
わ
ず
無
差
別
平
等
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
（
生
活
保
護
法
第
二
条
）、
最
終
手
段
に

し
て
最
強
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
の
で
す
。

保
護
の
要
件
さ
え
満
た
せ
ば
、理
由
を
問
わ
ず
無
差
別
平
等
に
、 

誰
で
も
生
活
保
護
は
受
け
ら
れ
る
！

国
民
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
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こ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？　

　

例
え
ば
、

　
「
国
民
年
金
を
か
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
老
齢
に
な
っ
て
働
け
な
く
な
っ
た
が
、
ま
っ
た
く
収
入
が
な
い
。

貯
金
も
な
い
」

　
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
破
産
し
た
上
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
身
体
を
壊
し
た
が
、
健
康
保
険
も
払
っ
て
い
な
い
の
で

病
院
に
も
い
け
な
い
」

　

こ
う
い
う
、
あ
る
意
味
自
業
自
得
と
も
言
え
る
困
窮
で
も
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
で
き
な
け
れ
ば
、
誰

で
も
原
因
を
問
わ
ず
、
無
差
別
平
等
に
国
家
責
任
で
救
済
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
。

COLUMN

「最後のセーフティネット」にこそ優先予算が必要。
なぜ自国民救済を「水際作戦」で足切りするのか？

　2008年の米国発の国際金融危機では、外国の得体の知れない多国
籍金融企業を救済するために、日本政府は数週間で8兆円規模の資金
供与を米政府にしたといわれました。
　予算がなくて申請の足切りをしているといわれる生活保護予算が年
間2.5兆円。貿易黒字で増え続け、売ることもできない米国債の市中
残高は約65兆円（なんと26年分の保護費にあたる）。何かおかしくな
いでしょうか？
　老齢加算、母子加算まで予算削減された生活保護費（2.5兆円）は、
政府系予算323兆円（一般会計83兆円、地方歳出65兆円、特別会計の
重複計上を除いた純計分175兆円の2007年度合計）の、わずか0.8％
分でしかありません。補足率からいえば、政府は、予算削減どころか、
今の五倍の予算と人員を用意すべきなのです。

ホームレスは、モバイル型自営業か？

　国民的に注目を集めた派遣村運動では、ホームレス（野宿生活者）の
ケアも目立ちました。公園に居住しているイメージから、世間的には
ぶらぶらしている印象が強いが、実は、彼らの6割近くが仕事をして
いるという調査報告があるのです。代表的な事業は「リサイクル、廃
品回収」「古書の回収販売」「広告宣伝キャンペーン（呼び込み、看板屋）」
など。
　あるデジタル系ベンチャーから上場企業となった某社の社長は、公
園に野宿しながら経費を節約して、モバイルパソコン一台で名刺製作
から企業のサイト立ち上げなどの受注を拡大し、ビジネスモデルを構
想していたという有名な逸話があります。
　車中生活や路上からスタートし、起業した事例は意外と多いのです。
　彼らを「ストリートベンチャー」としてとらえ、貧困ビジネス投資で
ノーベル賞を受賞したグラミン銀行のように、公的な投資をしていく
というシステムがあってもいいのでないでしょうか。
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「
も
し
世
帯
主
で
あ
る
お
父
さ
ん
が
働
け
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」

　
「
大
丈
夫
、
ち
ゃ
ん
と
保
険
に
は
い
っ
て
る
か
ら
」

　

こ
ん
な
会
話
は
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
一
度
は
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
保
険
＝
安
心
と
本
当
に

言
い
切
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

一
般
の
家
庭
で
掛
け
ら
れ
て
い
る
保
険
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
生
命
保
険
や
傷
害
保
険
、
医
療
保
険
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
契
約
者
が
死
亡
し
た
時
や
傷
病
で
入
院
し
た
時
に
、
生
命
保
険
金
や
入
院
代
、
医
療
費
な
ど
が
支

払
わ
れ
る
契
約
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
働
け
な
い
」
間
の
生
活
費
を
補
填
す
る
保
障
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
生
活
費
の
保
障
と
し
て
「
傷
病
手
当
金
」
が
給
与
の
三
分
の
二
相
当

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、そ
の
支
給
期
間
は
最
長
一
年
六
ヶ
月
間
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
で
は
、

傷
病
の
際
の
保
障
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
障
害
等
級
二
級
以
上
（
厚
生
年
金
は
三
級
以
上
）
の
「
障
害
者
」
に
認
定
さ
れ
れ

ば
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
月
額
は
国
民
年
金
の
み
の
場
合
で
障
害
一
級
・
八
万
二
五
一

○
円
、
障
害
二
級
・
月
額
六
万
六
○
○
○
円
で
す
（
十
八
歳
以
下
の
子
供
が
い
る
場
合
に
は
子
ど
も
の
人
数
に

よ
り
加
算
が
あ
り
ま
す
）。
単
身
な
ら
な
ん
と
か
な
る
で
し
ょ
う
が
、
家
族
を
養
っ
て
い
く
の
は
か
な
り
厳
し
い

金
額
で
す
。

　

資
産
家
な
ら
と
も
か
く
、
一
般
の
勤
労
家
庭
の
貯
蓄
な
ど
、
世
帯
主
の
収
入
が
途
絶
え
れ
ば
す
ぐ
に
底
を
つ

い
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
も
し
医
療
保
険
を
か
け
て
い
て
も
、
入
院
が
長
引
け
ば
給
付
限
度
日
数
を
こ
え
て
し

ま
い
、
そ
の
後
は
医
療
費
の
負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。
妻
が
働
き
に
出
る
と
し
て
も
、
夫
の
看
病

や
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
家
族
を
養
っ
て
い
く
だ
け
の
収
入
を
得
る
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
特
に
、
特
別
な
資
格
や
技
能
の
な
い
四
〇
歳
以
上
の
女
性
の
正
規
雇
用
は
、
求
人
自
体
が
極
端
に

少
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

世
帯
主
で
あ
る
夫
が
病
に
倒
れ
収
入
が
途
絶
え
、
妻
が
働
い
て
も
わ
ず
か
し
か
稼
げ
な
い
。
資
産
も
な
く
、

親
の
援
助
も
期
待
で
き
な
い
…
。

　

こ
れ
は
特
別
な
例
で
は
な
く
、
ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り
得
る
危
機
だ
と
い
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
「
生
活
保
護
」
を
利
用
す
る
と
し
た
ら
、
一
体
い
く
ら
く
ら
い
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
日
本
の
平
均
的
な
世
帯
」（
デ
ー
タ
／
総
務
省
統
計
局
統
計
）
が
生
活
保
護
を
利
用
し
た
場
合
の
受
給
金
額
を

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
本
の
平
均
的
世
帯
が
受
給
し
た
場
合
の
最
低
生
活
費
・
月
額
約
二
七
万
円
！

年
収
四
四
○
万
円
世
帯
と
同
レ
ベ
ル
。し
か
も
税
金
・
医
療
費
・
国
民
年
金
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ま
で
タ
ダ
！

「
生
活
保
護
世
帯
は
極
貧
」と
い
う
の
は
、大
き
な
誤
解
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日本の平均世帯の家計モデル（総務省統計局／平成19年度データより）

勤労者（サラリーマン）世帯
構成人員3.45人　有業人員1.66人
世帯主の年令47.4歳
1か月の平均収入（実収入） 528,760円　  年収6,345,140円

（うち世帯主の収入 ／ 433,300円・世帯主以外の収入／ 95,450円）
手取り収入 （可処分所得）   442,590円
食料や住居費などの生活費  （消費支出）    323,460円

（うち住居費 20,200円、 医療費11,700円）
残り139,000円が，預貯金や生命保険の掛け金や、住宅ローンなどの借金の返済に充てられている。

生活保護費の計算上必要なので、世帯モデルの具体的な年令
や世帯構成を下のように設定します。

夫（47歳）、妻（44歳）、子（15歳）×1.5人
東京都23区在住
妻のパート収入 月額95,450円
家賃69,800円

（東京都住宅扶助の特別基準上限で計算）

日本の平均的世帯の世帯主が働けなくなり
生活保護を受給した場合

（世帯収入は妻のパート月額95,450円のみ、他に貯金も頼れる親族もない場合）

この世帯の生活保護で保障される最低生活費は

270,885円
（生活費201,085円+家賃69,800円）

妻のパート収入があるため、実際支給される金額は

198,005円

妻の勤労収入の控除額を加えた１ヶ月の生活費は

293,455円

一類
父  38,180円
母  38,180円

子（1.5人） 63,120円
139,480円

最低生活費
270,885円

A
最低生活費
に満たない
部分
198,005円

支給額＝A
198,005円

1ヶ月の
生活費
最低生活費
＋B
293,445円

二類 3.5人家族　54,225円 54,225円

住宅扶助 家賃　 69,800円 69,800円

教育扶助
（中学生1.5人）

基礎額6,270円
教材費1,110円

7,380円 72,880円
（収入充当分）

妻
勤労収入
95,450円

B
22,570円
（基礎控除）

日本の平均的世帯が生活保護を受給する一例

夫47歳
月収433,300円

年収5,199,600円

妻44歳
パート月収
95,450円

子15歳
中学生1.5人
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こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
平
均
的
な
世
帯
（
東
京
二
三
区
在
住
）
が
生
活
保
護
を
受
け
た
時
、
こ
の
世
帯
の
最

低
生
活
費
は
二
七
万
八
八
五
円
、
実
際
に
支
給
さ
れ
る
額
は
一
九
万
八
〇
〇
五
円
、
妻
の
パ
ー
ト
収
入
の
控
除

分
を
合
わ
せ
た
こ
の
世
帯
の
一
カ
月
の
生
活
費
は
二
九
万
三
四
五
五
円
で
す
。

　

こ
の
収
入
は
手
取
り
で
す
の
で
、
社
会
保
険
料
や
税
金
な
ど
を
引
く
前
の
、
一
般
の
所
得
（
税
込
年
収
）
に

換
算
す
る
と
、
年
収
に
し
て
約
四
四
〇
万
円
の
世
帯
と
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
の
生
活
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
も
、
医
療
費
・
介
護
保
険
料
・
子
供
の
義
務
教
育
に
関
わ

る
費
用
な
ど
は
、
医
療
扶
助
・
教
育
扶
助
と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す

の
で
、
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
・
一
部
を
除
い
た

税
金
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
・
水
道
料
金
・
な
ど
の
公
共
料
金
の
支

払
い
も
減
免
さ
れ
ま
す
（
左
表
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
生
活
保
護=

極
貧
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
大
き
な
誤
解
で
、
そ
の
実
態
は
、「
贅
沢
は
で
き
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
十
分
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が
で
き
る
水
準
」
だ

と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
こ
の
世
帯
モ
デ
ル
は
居
住
地
を
東
京
都
と
し
て
試
算
し

て
い
ま
す
。
実
際
の
受
給
額
は
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ
て
大

き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
受
給
額
の
地
域
差
に
つ
い
て
は
、
二
四

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

生活保護を受けた時の、税・公共料金などの減免例（東京都の場合）

種類 その内容 受付機関

地方税

固定資産税・都市計画税の減免 都税事務所

特別区民税・都民税の非課税
市区町村税務課

特別区軽自動車税の減免

年金
国民年金保険料の免除 国民年金課

心身障害者扶養年金掛金の減免 障害者福祉課

住宅
都営住宅公益費の免除

住宅局管理部
都営住宅入居保証金の減免または徴収猶予

水道 基本料金の免除 水道局（支所・営業所）

下水道
基本料金の免除

下水道局（管理事務所）
水洗便所設備助成金の交付

放送 放送受信料の免除 NHK

交通
都営交通無料乗車券の交付

福祉事務所
JR通勤定期券の割引

清掃
ごみ容器の無料貸与

清掃事務所
廃棄物処理手数料の免除

衛生 保健所使用料・手数料の減免 保健所

教育 都立高等学校・専門高等の授業料の免除 学校

※自治体によって減免の内容は変わりますので、詳しくは居住地を管轄している福祉事務所にお
問い合わせください。

年収440万円の世帯の手取り金額（概算）

月収（額面） 366,600円

健康保険料　 17,200円

厚生年金保険料　 31,200円

源泉徴収税額（2.5人扶養） 7,900円

月収（手取） 310,300円

医療費（平均） 11,700円

医療費を引いた手取月収 298,600円

※生活保護世帯は、医療費の自己負担なし
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モデル世帯
夫（47歳）、妻（44歳）、子（15歳）×1.5人

家賃

生活費
（1類＋2類）

1級地ー 1 1級地ー 2 2級地ー 1 2級地ー 2 3級地ー 1

193,705円 184,990円 176,260円 167,565円 158,850円

教育扶助 全国共通　7,360円

家賃の上限（参考）

1人 2 〜 6人 7人〜

1級地ー1
東京都23区 53,700円 69,800円 83,800円

大阪府大阪市 42,000円 55,000円 66,000円

1級地ー2
北海道札幌市 36,000円 46,000円 56,000円

福岡県北九州市 31,500円 40,900円 49,000円

2級地ー1
栃木県宇都宮市 38,100円 49,500円 59,400円

石川県金沢市 34,000円 44,000円 53,000円

2級地ー2
茨城県日立市 35,400円 46,000円 55,000円

新潟県長岡市 31,800円 41,000円 49,700円

3級地ー1
千葉県銚子市 37,200円 48,400円 58,100円

静岡県富士宮市 37,200円 48,300円 58,000円

※これはあくまでも家賃の一例です。お住まいの居住地が何級地に該当するかは、居住地を管轄
する福祉事務所にお問い合わせください。
※平成 20 年度住宅扶助特別基準額より

地域による最低生活費の違い

世帯平均
世帯人員
3.45人
有業人員
1.66人
世帯主の年齢
47.4歳

実収入　528,762円

世帯主収入　433,306円

可処分所得　442,504円

可処分所得
442,504円

非消費出費
86,257円

世帯主の配偶者の収入　54,129円
他の世帯員収入　9,959円

その他　31,368円

食料　70,352円

住居　20,270円

光熱・水道　21,555円
家具・家事用品　9,914円
被服及び履物　14,846円
保健医療　11,697円

交通・通信
46,259円

教育　19,090円
教養娯楽
33,166円

その他の消費支出
76,372円

預貯金純増
55,170円

保険純増
25,730円
  土地家屋借金純減
 （住宅ローン返済）
  27,332円
財産純増　12,817円

その他
－3,190円

有価証券純購入
1,187円

金
融
資
産
純
増

黒字
119,046円
26.9％

消費支出
323,459円
73.1％

日本人勤労者１世帯の1か月平均の収支はどうなっているの？
実収入は53万円（年収634万円）、生活費は32万3千円

　平成19年の勤労者世帯（いわゆるサラリーマン世帯）の1か月の平均収入（実
収入）は，1世帯当たり53万円，このうち世帯主の収入は43万3千円で，実収
入の81.9％を占めています。
　また，実収入から税金や社会保険料など世帯の自由にならない支出（非消費
支出）を除いた，いわゆる手取り収入（可処分所得）は44万3千円です。
　手取り収入のうちの32万3千円が，食料や住居費などの生活費（消費支出）
に使われ，その残り（黒字）の11万9千円が，預貯金や生命保険の掛け金のほ
か住宅ローンなどの借金の返済に充てられています。

※「1世帯当たり1か月間の収入」とは，ボーナス等も含めた年間の収入を12
か月で割った1か月当たりの平均値です。
総務省統計局　平成19年度「家計簿から見たファミリーライフ」 より
http://www.stat.go.jp/data/kakei/family/4-1.htm

家計収支の状況 
（2人以上の世帯のうち勤労者世帯／平成19年平均1世帯あたり1 ヶ月間の収入と支出）
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高
齢
者
が
生
活
保
護
を
受
け
る
場
合
、
生
活
保
護
費
は
い
く
ら
く
ら
い
支
給
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

一
人
暮
ら
し
（
七
二
才
男
性
、
東
京
二
三
区
在
住
）
Ａ
さ
ん
の
支
給
例
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

Ａ
さ
ん
（
七
二
歳
）
は
長
年
飲
食
店
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
不
景
気
で
赤
字
続
き
に
な
っ
た
た
め
四
年

前
に
廃
業
、
息
子
夫
婦
と
同
居
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
嫁
と
の
折
り
合
い
が
悪
く
、
三
年
前
に
家
賃
五
万
二
○
○
○
円
の
ア
パ
ー
ト
で
一
人
暮
ら
し
を
は
じ

め
ま
し
た
。
高
齢
の
た
め
新
た
な
仕
事
が
見
つ
か
ら
ず
、
家
賃
の
支
払
い
と
生
活
費
で
わ
ず
か
な
貯
え
も
底
を

つ
き
、
も
う
生
活
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

息
子
は
別
居
後
リ
ス
ト
ラ
に
あ
い
現
在
無
職
で
援
助
を
す
る
余
裕
が
な
く
、
子
供
が
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
再

び
同
居
す
る
の
も
難
し
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
の
最
低
生
活
費
を
計
算
す
る
と
、
次
頁
の
表
一
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
民
年
金
は
、
満
額
支
給
額
で
も
月
額
約 

六
万
六
○
○
○
円
で
す
。

こ
の
衝
撃
の
事
実
を
国
民
が
知
っ
た
ら
、国
民
年
金
制
度
は
崩
壊
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

生
活
保
護
費
は
国
民
年
金
の
二
倍
以
上
!?

03 

生
活
保
護
費
／
月
額
十
二
万
七
七
七
〇
円

　

二
〇
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
し
、
四
〇
年
間
の
保
険
料
を
す
べ
て
納
め
た
人
の
受
け
取
る
年

金
の
月
額
よ
り
も
、 

全
く
年
金
を
か
け
て
お
ら
ず
年
金
受
給
資
格
の
な
い
人
が
生
活
保
護
で
受
け
取
る
月
額
の

方
が
、
二
倍
近
く
多
い
の
で
す
。

　

で
は
、
も
し
Ａ
さ
ん
が
年
金
を
満
額
受
け
取
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
も
生
活
が
成
り
立
た
ず
生
活
保
護
を
受
け

表1　Aさんの最低生活費

一類 32,340円

最低生活費
127,770円

二類 1人　43,430円

住宅扶助 家賃　52,000円

表2　国民年金満額受給の場合の最低生活費と支給額

最低生活費
127,770円

支給額
61,770円

年金収入
計 66,000円
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た
場
合
、
支
給
額
は
い
く
ら
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
場
合
は
、
最
低
生
活
費
か
ら
年
金
収
入
分
を
引
い
た
差
額
、

六
万
一
七
七
〇
円
が
生
活
保
護
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
一
般
に
稼
働
能
力
（
働
く
こ
と
）
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
、
国
民
年
金
の
み
の
収
入
で
生
活
し
て
い
る
単
身
高
齢
者
は
、
他
の
要
件
（
資
産
が
な
く
親
族
の
援

助
も
得
ら
れ
な
い
）
さ
え
満
た
し
て
い
れ
ば
、
ほ
ぼ
全
員
が
生
活
保
護
の
受
給
資
格
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
生
活
保
護
を
受
け
た
場
合
は
、
年
金
を
満
額
受
給
で
き
る
人
も
、
全
く
無
年
金
の
人
も
、
最
低
生

活
費
は
同
じ
で
す
。
こ
の
事
実
を
ど
う
思
わ
れ
る
か
は
各
人
の
判
断
に
お
任
せ
し
ま
す
が
、こ
れ
が
国
の
定
め
た
、

生
活
保
護
と
国
民
年
金
の
受
給
金
額
の
実
態
で
す
。

　

本
書
の
初
版
は
二
○
○
三
年
夏
に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
の
国
会
で
の
「
年
金
制
度
危
機
議
論
」
に
お
い
て
も
、

与
野
党
議
員
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
、
取
材
や
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

他
の
要
件
さ
え
満
た
せ
ば
無
年
金
者
で
も
年
金
の
二
倍
の
生
活
費
が
受
給
で
き
る
と
い
う
事
実
は
、「
年
金
格

差
」
や
財
政
破
綻
と
は
次
元
の
異
な
る
国
民
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
制
度
矛
盾
で
あ
り
「
制
度
の
一
元
化
」

を
政
府
が
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、
年
金
未
納
率
の
高
い
若
者
世
代
、
非
正
規
労
働
者
、
自
営
業
者
、
フ
リ
ー
、
ニ
ー
ト
層
に
は
、

給
与
格
差
以
外
に
も
、
ボ
ー
ナ
ス
、
雇
用
保
険
、
退
職
金
、
年
金
、
政
府
・
企
業
に
よ
る
社
会
福
祉
補
助
（
有

給
休
暇
、
住
宅
手
当
、
他
）
な
ど
が
極
端
に
弱
く
、
生
涯
年
収
は
公
務
員
、
大
企
業
労
組
正
社
員
の
三
割
以
下

と
も
い
わ
れ
ま
す
。
す
で
に
三
○
○
○
万
人
規
模
の
彼
ら
が
、
年
金
制
度
を
捨
て
、
生
活
保
護
を
頼
り
に
す
る

の
は
、
時
間
の
問
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

生
活
保
護
は
高
齢
者
や
障
害
者
、母
子
家
庭
な
ど
、特
定
の
人
だ
け
に
適
用
さ
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
無

差
別
平
等
」
を
謳
っ
て
い
る
法
の
精
神
を
遵
守
す
れ
ば
、
基
本
的
に
は
、「
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
も
国
が
定
め

る
最
低
生
活
水
準
以
下
の
生
活
し
か
で
き
て
い
な
い
」
人
な
ら
、
誰
で
も
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
国
が
定
め

た
特
筆
す
べ
き
制
度
で
す
。

　

若
い
人
で
も
、
健
康
な
人
で
も
「
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
も
、
ど
う
し
て
も
最
低
生
活
水
準
以
下
の
生
活
し

か
営
め
な
い
」
や
む
を
え
な
い
事
情
が
あ
れ
ば
、
国
民
の
権
利
（
憲
法
二
五
条
）
と
し
て
生
活
保
護
を
受
給
で

き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
現
在
無
職
で
、
必
死
に
就
職
活
動
を
し
、
あ
ら
ゆ
る
応
募
を
し
て
も
不
採
用
で
仕
事
が
み
つ
か
ら

な
い
よ
う
な
場
合
は
、
健
康
な
若
い
人
で
も
、
就
業
で
き
る
ま
で
の
間
、
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　

も
し
生
活
保
護
が
適
用
さ
れ
れ
ば
、
最
低
限
の
生
活
を
保
障
さ
れ
た
上
で
、
就
職
活
動
を
継
続
し
、
自
立
を

目
指
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
な
ん
と
、
就
職
活
動
の
た
め
の
交
通
費
な
ど
も
必
要
経
費
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
す
（
自
営
業
や
副
業
の
場
合
、
条
件
が
異
な
る
の
で
別
に
解
説
し
ま
す
）。

　

し
か
し
、
制
度
の
理
念
と
実
施
の
実
態
に
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
食
い
違
い
が
多
い
よ
う
で
す
。
若
い

自
分
の
力
で
は
、
ど
う
し
て
も
こ
の
困
窮
を
抜
け
出
せ
な
い
…
。

政
府
が
自
立
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、誰
で
も
利
用
で
き
る
国
民
の
権
利

若
い
人
で
も
、健
康
な
人
で
も
受
け
ら
れ
る
プ
チ
生
活
保
護

04
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健
康
な
無
職
の
人
が
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
生
活
保
護
を
受
け
た
い
」
と
思
っ
て
も
、
実
際
は
福
祉
事
務
所
の
窓
口

で
「
本
気
で
さ
が
し
て
い
る
の
か
？
」「
よ
り
好
み
を
し
て
い
る
の
で
は
？
」
と
、稼
働
能
力
に
つ
い
て
問
わ
れ
、

な
か
な
か
保
護
申
請
を
さ
せ
て
く
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
時
は
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
る

証
拠
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
で
の
求
職
の
活
動
記
録
や
面
接
の
記
録
ノ
ー
ト
な
ど
）
を
み
せ
な
が
ら
、
粘
り
強

く
交
渉
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
保
護
は
「
申
請
主
義
」
で
あ
り
、
困
窮
し

て
し
ま
っ
た
理
由
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
、
窓
口
は

申
請
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

余
談
で
す
が
、
何
度
面
接
を
受
け
て
も
就
職
も

ア
ル
バ
イ
ト
も
決
ま
ら
ず
、
生
活
保
護
を
受
け
た

い
と
福
祉
事
務
所
に
相
談
に
行
っ
て
も
若
い
か
ら

と
相
手
に
し
て
も
ら
え
ず
、
将
来
へ
の
不
安
と
焦

燥
感
か
ら
眠
る
こ
と
も
食
べ
る
こ
と
も
で
き
な
く

な
り
病
院
を
受
診
し
た
ら
、「
重
度
の
う
つ
病
で

就
労
不
可
」
と
診
断
さ
れ
て
、
即
生
活
保
護
が
決

ま
っ
た
、
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

　

も
し
「
体
調
が
悪
く
思
う
よ
う
に
就
職
活
動
が

進
ま
な
い
」
と
い
う
場
合
は
、
思
わ
ぬ
病
気
に
罹
患
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
病
院
に
行
き

検
診
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

保
険
証
が
な
い
人
や
病
院
に
か
か
る
お
金
も
な
い
人
は
、
福
祉
事
務
所
で
「
検
診
命
令
」
を
受
け
、
無
料
で

検
診
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
「
就
職
し
た
が
、
き
つ
く
て
継
続
で
き
な
い
」「
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
で
起
き
ら
れ
な
い
」
と
い
う
場
合
も
、

病
気
云
々
以
前
に
、
過
酷
な
労
働
環
境
で
、「
法
律
無
視
の
ま
と
も
で
は
な
い
労
働
条
件
で
あ
っ
た
」
と
い
う
こ

と
が
正
社
員
、
非
正
規
雇
用
に
限
ら
ず
多
い
よ
う
で
す
。

　

地
球
レ
ベ
ル
で
拡
が
り
、
悪
化
し
て
い
く
だ
け
の
貧
富
の
格
差
は
「
個
人
が
努
力
し
て
解
決
で
き
る
次
元
を

超
え
た
社
会
構
造
的
問
題
」
で
す
。
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
に
対
す
る
世
間
の
理
解
は
、
加
熱
し
た
派
遣
村
報
道
で

も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
数
年
で
か
な
り
進
み
ま
し
た
。

　

体
を
壊
し
て
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
人
で
、
退
社
後
に
失
業
保
険
や
労
災
、
健
康
保
険
の
傷
病
手
当
金
、

障
害
年
金
で
ケ
ア
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
た
め
ら
わ
ず
制
度
利
用
の
相
談
を
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
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生
活
保
護
と
い
う
の
は
「
国
で
定
め
る
最
低
生
活
費
を
下
回
る
場
合
に
、足
り
な
い
部
分
に
つ
い
て
保
障
す
る
」

制
度
で
す
。
仕
事
の
給
与
、
年
金
、
各
種
福
祉
手
当
、
仕
送
り
な
ど
の
全
て
の
収
入
を
合
計
し
て
、
そ
れ
で
も

最
低
生
活
費
に
満
た
な
い
場
合
に
、
そ
の
足
り
な
い
部
分
が
お
金
（
保
護
費
）
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

よ
く
「
生
活
保
護
を
受
け
れ
ば
働
か
な
く
て
す
む
」
ま
た
は
「
働
い
て
い
な
い
人
だ
け
が
生
活
保
護
を
貰
え
る
」

と
誤
解
し
て
い
る
人
が
い
る
よ
う
で
す
が
、
ま
っ
た
く
逆
で
「
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
早
く
自

立
で
き
る
よ
う
に
働
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
最
低
生
活
を
営
む
の
に
足
り
な
い
分
だ
け
が

補
わ
れ
る
」
も
の
な
の
で
す
。
な
お
、
生
活
保
護
受
給
中
は
、
収
入
が
あ
っ
た
場
合
は
、
勤
労
収
入
も
そ
れ
以

外
の
収
入
（
年
金
や
仕
送
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）
も
、
全
て
申
告
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
働
い
て
も
そ
の
分
が
保
護
費
か
ら
引
か
れ
、
結
局
同
じ
額
し
か
受
け
取
れ
な
い
の
な
ら
、
い
っ
そ
働
か
な
い

方
が
ト
ク
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
働
い
て
得
た
収
入
は
全
て
が
保
護
費
か
ら
引
か
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

就
労
に
か
か
っ
た
経
費
（
交
通
費
や
社
会
保
険
費
、仕
事
上
使
う
消
耗
品
な
ど
）
は
収
入
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
し
、

収
入
も
一
部
は
控
除
さ
れ
、
そ
の
分
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　生活保護のしくみを理解するためのわかりやすい例えとして、「空
のビアジョッキ」= 最低生活費だと考えてみてください。ジョッキの
サイズは、世帯構成などで、それぞれ大きさが違います。
　1 ヶ月生活するためにはジョッキ 1 杯分のビールが必要であり、働
いたり、年金をもらったり、援助してもらったりして、自力でビール
を注ぎます。ジョッキから溢れた人には、保護は必要ありません。
　どうしても自力ではビアジョッキを満たせない場合は、国が「生活
保護」として足りない部分を継ぎ足してくれます。働いてない人には、
泡が立たないように。働いた人には泡が立つように注がれます。
　働いた人は、働いたご褒美として、ジョッキの口から盛り上がる「泡」
部分が、働いていない人より多くなるのです。

「
収
入
分
だ
け
支
給
が
引
か
れ
る
」の
で
は
な
く
、「
足
り
な
い
分
だ
け
補
っ
て
も
ら
え
る
」

生
活
保
護
は
足
り
な
い
部
分
を
保
障
す
る
制
度

05
基礎控除額表（月額1級地の例）

収入金額区分 1級地 収入金額区分 1級地
1人目 2人以降 1人目 2人以降

120,000 〜 123,999 24,660 20,960
0 〜 8,000 0 〜 8,000 0 〜 8,000 124,000 〜 127,999 24,940 21,220

128,000 〜 131,999 25,230 21,450
8,001 〜 8,399 8,001 〜 8,399 8,000 132,000 〜 135,999 25,520 21,690
8,340 〜 11,999 8,340 8,000 136,000 〜 139,999 25,800 21,930
12,000 〜 15,999 9,030 8,000
16,000 〜 19,999 9,720 8,260 140,000 〜 143,999 26,090 22,180

144,000 〜 147,999 26,370 22,410
20,000 〜 23,999 10,410 8,850 148,000 〜 151,999 26,650 22,660
24,000 〜 27,999 11,100 9,440 152,000 〜 155,999 26,950 22,910
28,000 〜 31,999 11,780 10,010 156,000 〜 159,999 27,280 23,190
32,000 〜 35,999 12,470 10,600
36,000 〜 39,999 13,160 11,190 160,000 〜 163,999 27,550 23,420

164,000 〜 167,999 27,890 23,710
40,000 〜 43,999 13,850 11,770 168,000 〜 171,999 28,090 23,880
44,000 〜 47,999 14,540 12,360 172,000 〜 175,999 28,380 24,120
48,000 〜 51,999 15,220 12,940 176,000 〜 179,999 28,750 24,440
52,000 〜 55,999 15,910 13,520
56,000 〜 59,999 16,600 14,110 180,000 〜 183,999 28,950 24,610

184,000 〜 187,999 29,240 24,850
60,000 〜 63,999 17,290 14,700 188,000 〜 191,999 29,530 25,100
64,000 〜 67,999 17,980 15,280 192,000 〜 195,999 29,810 25,340
68,000 〜 71,999 18,660 15,860 196,000 〜 199,999 30,240 25,700
72,000 〜 75,999 19,350 16,450
76,000 〜 79,999 20,040 17,030 200,000 〜 203,999 30,380 25,820

204,000 〜 207,999 30,670 26,070
80,000 〜 83,999 20,730 17,620 208,000 〜 211,999 31,000 25,350
84,000 〜 87,999 21,420 18,210 212,000 〜 215,999 31,240 26,550
88,000 〜 91,999 22,100 18,790 216,000 〜 219,999 31,530 26,800
92,000 〜 95,999 22,570 19,180
96,000 〜 99,999 22,940 19,500 220,000 〜 223,999 31,820 27,050

224,000 〜 227,999 32,100 27,290
100,000 〜 103,999 23,220 19,740 228,000 〜 231,999 32,390 27,530
104,000 〜 107,999 23,510 19,980 232,000 〜 235,999 32,680 27,780
108,000 〜 111,999 23,800 20,230 236,000 〜 239,999 32,960 28,020
112,000 〜 115,999 24,080 20,470
116,000 〜 119,999 24,370 20,710 240,000 〜 33,190 28,210

※1級地とは、東京都の23区や全国の県庁所在地のような都市部のことです。居住地により控除
　額も変動します。
※他にも「新規就労控除」（6 ヶ月間、10,400円）、「未成年者控除」（11,600円）などがあります。

（平成 20 年 4 月現在）
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日
本
の
生
活
保
護
補
足
率
が
低
い
の
は
、
日
本
特
有
の
福
祉
を
受
け
る
こ
と
を
「
恥
」
と
思
う
文
化
が
、
生

活
保
護
の
申
請
を
た
め
ら
わ
せ
て
い
た
め
、
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
次
章
以
降
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、生
活
保
護
を
申
請
す
る
と
、今
ま
で
の
生
活
暦
や
、

預
貯
金
の
残
高
、
現
在
の
手
持
ち
金
ま
で
が
調
査
さ
れ
ま
す（
ミ
ー
ン
ズ
テ
ス
ト
）。
ま
た
、
親
兄
弟
な
ど
の
扶

養
義
務
者
に
も
、
扶
養
で
き
な
い
か
ど
う
か
の
調
査
が
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
恥
を
さ
ら
す
く
ら
い
な
ら
死

ん
だ
ほ
う
が
ま
し
…
そ
う
思
っ
て
申
請
を
諦
め
る
人
も
多
い
の
で
す
。

　

制
度
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を
設
け
る

こ
と
で
、
生
活
保
護
受
給
者
の
増
加
を
抑
制
し
た
い
と
い
う
施
行
側
の
意
図
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
も
、
以
前
は
同
じ
よ
う
な
心
理
的
な
問
題
か
ら
、
退
職
年
金
受
給
者
の
う
ち
、
国
民
扶
助
法
（
日

本
の
生
活
保
護
法
に
該
当
）
受
給
該
当
者
の
十
三
％
し
か
扶
助
を
受
給
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
調
査
の
結
果
、
劣
等
感
を
抱
か
せ
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
判
明
す
る
と
、
一
九
六
六
年
に
法
律

を
改
正
し
、
退
職
年
金
受
給
者
は
収
入
な
ど
を
記
入
す
る
所
定
の
用
紙
を
投
函
す
る
だ
け
で
す
む
よ
う
に
申
請

方
式
を
簡
素
化
し
、
補
足
率
を
七
五
％
以
上
に
高
め
ま
し
た
。
施
行
側
か
ら
積
極
的
に
、
国
民
が
心
理
的
に
「
利

用
し
や
す
い
」
制
度
に
改
善
し
た
わ
け
で
、
先
進
国
中
最
低
の
補
足
率
二
○
％
前
後
で
、
あ
え
て
国
民
が
心
理

的
に
「
利
用
し
に
く
い
」
制
度
に
傾
斜
し
て
い
る
日
本
の
現
状
と
は
対
照
的
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
、
老
人
ホ
ー
ム
入
居
者
の
八
〜
九
割
が
生
活
保
護
を
受
け
て
い
ま
す
。
資
産
調
査
は
あ

り
ま
す
が
、
日
本
の
よ
う
に
全
て
の
資
産
を
使
い
果
た
さ
な
い
と
申
請
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
厳
し
い
も
の

で
は
な
く
、
日
本
の
介
護
保
険
的
な
扱
い
で
、
一
般
的
な
水
準
の
資
産
を
保
っ
た
ま
ま
受
給
で
き
る
よ
う
で
す
。

　

受
け
や
す
い
制
度
で
あ
る
た
め
に
、
生
活
保
護
に
甘
え
て
勤
労
意
欲
を
失
う
人
も
で
て
く
る
と
い
う
弊
害
も

あ
る
一
方
で
、
敗
者
復
活
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
受
給
中
に
積
極
的
に
活
動
し
、
短
期
で
保
護
を
脱
却

で
き
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
大
成
功
を
収
め
た
有
名
人
も
多
く
い
ま
す
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
た
と
い
う

過
去
も
、
成
功
談
の
明
暗
を
強
め
る
為
に
、
む
し
ろ
積
極
的
に
語
ら
れ
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
）。

　

生
活
保
護
を
「
そ
こ
ま
で
落
ち
た
く
な
い
」
と
否
定
的
に
捉
え
る
人
も
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
考
え

方
自
体
が
、
誤
解
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
生
活
保
護
と
い
う
制
度
は
、「
一
度
受
給
し
た
ら
ず
っ
と
受

け
続
け
ら
れ
る
」と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
誰
に
で
も
お
こ
り
う
る
経
済
的
ピ
ン

チ
を
乗
り
越
え
、
自
立
を
目
指
す
た
め
の
も
の
な
の
で
す
。

　

経
済
的
に
困
っ
た
時
に
、
お
金
の
こ
と
で
福
祉
事
務
所
に
相
談
に
い
く
の
は
気
が
重
い
も
の
で
す
。
申
請
を

抑
え
込
み
た
い
担
当
者
の
中
に
は
、
そ
の
心
理
を
突
い
て
「
恥
辱
的
攻
撃
」（
ス
テ
ィ
グ
マ
問
題
）
を
、
露
骨
に

し
て
く
る
人
も
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
で
も
議
論
に
な
っ
た
北
九
州
市
の
「
お
に
ぎ
り
が
食
べ
た
い
」
と
い
う
日

記
を
残
し
て
孤
独
死
し
た
「
保
護
辞
退
届
」
事
件
（
二
○
○
七
年
）
は
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 生

活
保
護
は
誰
に
で
も
お
こ
り
う
る
経
済
的
ピ
ン
チ
を
乗
り
越
え
、自
立
を
目
指
す
た
め
の
制
度

「
恥
」の
文
化
が
申
請
と
予
算
を
抑
え
込
ん
で
い
る

06
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し
か
し
、「
生
活
保
護
」は
国
民
の
権
利
。
本
当
に
困
っ
た
時
に
は
あ
り
が
た
く
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
べ
き
で
す
。

政
府
の
財
政
状
況
や
独
特
の
行
政
習
慣
は
、
国
民
に
と
っ
て
無
関
係
で
す
。「
国
民
の
生
存
」
の
た
め
に
国
家
を

運
営
で
き
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
「
不
健
全
な
制
度
運
営
」
し
か
で
き
な
い
政
府
こ
そ
、
リ
セ
ッ
ト
さ
れ

る
べ
き
で
し
ょ
う
。
予
算
が
な
け
れ
ば
、
政
府
系
列
の
無
駄
な
組
織
を
削
っ
て
で
も
、
何
よ
り
も
優
先
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
民
に
と
っ
て
「
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
が
、予
算
が
な
い
と
か
政
府
人
員
が
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、

「
水
際
作
戦
」
と
い
う
申
請
の
足
切
り
が
な
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
近
代
国
家
と
し
て
そ
の
政
府
は
も
は
や
誇

れ
る
存
在
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

自
国
民
も
救
え
な
い
で
、
外
国
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
金
融
経
済
崩
壊
の
後
始
末
の
た
め
に
、
大
事
な
税
収
や
借
金

で
し
か
な
い
赤
字
国
債
で
作
っ
た
資
金
を
供
与
す
る
の
も
ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
。
国
家
の
富
は
何
よ
り
も
自
国
民

に
投
資
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」の
作
者

　

実
際
、
生
活
保
護
を
利
用
し
て
、
成
功
を
お
さ
め
た
有
名
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
世
界
的
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
映
画
も
大
ヒ
ッ
ト
し
た
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」
シ
リ
ー
ズ

の
作
者
Ｊ
Ｋ
ロ
ー
リ
ン
グ
さ
ん
も
、
生
活
保
護
受
給
者
で
し
た
。

　

少
女
時
代
か
ら
書
く
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
彼
女
は
、
大
学
卒
業
後
英
語
教
師
と
な
り
、
母
国
イ
ギ
リ
ス
か

ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
渡
っ
て
結
婚
、
そ
し
て
三
年
で
離
婚
。
幼
い
子
ど
も
を
抱
え
、

妹
の
い
る
エ
ジ
ン
バ
ラ
に
戻
っ
て
き
た
彼
女
は
、
生
活
保
護
を
受
け
な
が
ら
カ

フ
ェ
の
片
隅
で
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石
」
を
執
筆
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
彼
女
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
を
も
し
の
ぐ
資
産
家
と
な
っ
て
お
り
、
ま

さ
に
生
活
保
護
を
踏
み
台
に
大
き
く
飛
躍
し
た
好
例
で
す
。

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
お
じ
さ
ん

　
「
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
」の
店
頭
の
マ
ネ
キ
ン
人
形
と
し
て
、日
本
で
も
お
な
じ
み
の
カ
ー
ネ
ル
サ

ン
ダ
ー
ス
氏
も
、
生
活
保
護
を
踏
み
台
に
大
成
功
し
た
人
で
す
。

え
っ
あ
の
人
も
!?  

生
活
保
護
か
ら
大
き
く
飛
躍
し
た
成
功
者
た
ち

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
も
生
活
保
護
か
ら
生
ま
れ
た
！
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サ
ン
ダ
ー
ス
氏
は
六
六
歳
の
時
に
事
業
に
失
敗
し
、
生
活
保
護
で
生
活
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
と
奮
起
し
、
独
自
の
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
製
法
の
売
り
込
み
を
始

め
た
と
い
い
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
を
回
っ
て
、
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
の
作
り
方
を
教
え
、
売
れ
た
ら
一
ピ
ー
ス
に

つ
き
五
セ
ン
ト
も
ら
う
と
い
う
、世
界
初
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
で
し
た
。
そ
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、

最
初
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
ず
苦
難
の
連
続
で
し
た
が
、
彼
は
不
屈
の
精
神
で
根
気
強
く
営
業
を
続
け
、
大
成

功
を
お
さ
め
ま
し
た
。
彼
が
営
業
の
た
め
に
走
破
し
た
距
離
は
四
〇
万
キ
ロ
。
世
界
を
十
周
す
る
距
離
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。

寺
山
修
司

　

日
本
で
は
、
若
き
日
の
寺
山
修
司
氏
も
病
に
倒
れ
、
生
活
保
護
を
受
け
て
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
生
活
苦
と
は
裏
腹
に
、「
青
春
短
歌
」
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
力
強
い
短
歌
を
生
み
、天
才
詩
人
と
し
て
注
目
さ
れ
、

そ
の
後
日
本
の
歌
壇
・
演
劇
界
に
重
要
な
足
跡
を
残
し
た
の
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
実
名
は
出
し
ま
せ
ん
が
、
現
在
日
本
で
活
躍
し
て
い
る
政
治
家
、
財
界
人
、
芸
能
人
や
芸
術
家
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
中
に
も
、
幼
少
期
や
不
遇
時
代
に
生
活
保
護
を
受
け
た
と
い
う
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

誰
に
で
も
、
自
力
で
は
抜
け
だ
せ
な
い
困
窮
に
陥
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
国
民
を
受
け

止
め
る
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
＝
生
活
保
護
な
の
で
す
。
生
活
保
護
を
止
ま
り
木
に
、
大
き
く
羽
ば
た
き

成
功
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

　

一
般
に
日
本
の
福
祉
施
策
は
、「
入
る
（
利
用
者
に
な
る
）
の
も
、
出
す
（
や
め
さ
せ
る
）
の
も
難
し
い
」
も

の
が
多
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
利
用
し
た
い
人
す
べ
て
が
利
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
国
民
に
不
公
平
感

が
募
っ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
例
を
、
生
活
保
護
受
給
者
も
利
用
す
る
こ
と
の
多
い
「
公
営
住
宅
」
と
「
公
立

保
育
園
」
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
福
祉
を
受
け
る
た
め
に
も
「
傾
向
と
対
策
」
が
必
要
な
の
で
す
。

公
営
住
宅（
都
営
住
宅
）

　

公
営
住
宅
と
は
、
公
営
住
宅
法
に
基
づ
き
、
自
治
体
が
住
宅
に
困
窮
す
る
低
額
所
得
者
に
、
低
廉
な
家
賃
で

賃
貸
す
る
住
宅
で
す
。

　
「
都
営
住
宅
」
は
年
に
数
回
、
入
居
希
望
者
の
募
集
と
抽
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
不
況
を
反
映
し
て
、
家
賃
の
安

い
都
営
住
宅
に
は
応
募
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。
平
均
倍
率
で
も
約
数
十
倍
。
人
気
の
高
い
地
域
に
な
る
と
、
数

百
倍
か
ら
千
倍
以
上
と
い
っ
た
宝
く
じ
の
よ
う
な
倍
率
に
な
り
、当
選
す
る
の
は
至
難
の
技
で
す
。
入
居
資
格（
主

に
収
入
基
準
）
も
厳
し
く
、
運
良
く
当
選
し
た
と
し
て
も
、
所
得
が
決
め
ら
れ
た
基
準
か
ら
少
し
で
も
オ
ー
バ
ー

し
て
い
る
と
、
入
居
審
査
で
は
ね
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
高
倍
率
に
な
る
か
と
い
う
と
、
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

都
営
住
宅
と
公
立
保
育
園
に
み
る
、日
本
の
福
祉
政
策
を
「
利
用
で
き
る
人
・
で
き
な
い
人
」

「
入
る
の
も
出
す
の
も
難
し
い
」日
本
型
の
福
祉
へ
の
対
策
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１　

い
っ
た
ん
入
居
し
た
ら
、
世
帯
収
入
が
基
準
の
枠
か
ら
オ
ー
バ
ー
し
て
も
、
強
制
退
去
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
な
い
か
つ
て
は
使
用
の
継
承
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
親
か
ら
同
居
の
子
や
孫
に
名
義
を
譲
れ
る
た
め
、

中
に
は
二
代
、
三
代
に
わ
た
っ
て
使
用
し
続
け
る
世
帯
も
お
り
、
空
家
が
出
に
く
い
。

２　

東
京
都
は
、
財
政
難
か
ら
都
営
住
宅
の
新
た
な
建
設
を
停
止
し
、
既
存
の
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
建
て
替

え
を
住
宅
福
祉
政
策
の
中
心
に
し
な
が
ら
、
そ
の
全
体
規
模
を
縮
小
す
る
方
針
を
打
ち
だ
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、こ
の
狭
い
入
り
口
に
ス
ル
リ
と
入
れ
る
人
も
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
ポ
イ
ン
ト
制
」
で
の
入
居
者
で
す
。

こ
れ
は
、
一
般
と
は
別
に
「
特
に
住
宅
困
窮
度
の
高
い
世
帯
」
の
困
窮
度
を
ポ
イ
ン
ト
に
直
し
、
ポ
イ
ン
ト
が

高
い
人
か
ら
家
庭
訪
問
な
ど
の
審
査
を
経
て
、
無
抽
選
で
入
居
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
や
障
害
者
、
高
齢
者
、
生
活
保
護
受
給
者
、
低
所
得
な
ど
の
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
世
帯
が
こ
の

ポ
イ
ン
ト
制
に
応
募
で
き
ま
す
（
一
般
の
応
募
で
あ
っ
て
も
、
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
家
庭
は
抽
選
倍
率
が
五
〜
七

倍
程
度
優
遇
さ
れ
ま
す
）。

公
立
保
育
園

　

次
に
、
公
立
保
育
園
の
場
合
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

公
立
保
育
園
と
は
、「
保
護
者
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
の
理
由
で
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
と
き
、
児
童

を
預
か
っ
て
保
育
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
」
で
す
。
保
育
料
は
所
得
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
私
立
に
比
べ
廉

価
な
利
用
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
公
立
保
育
園
は
定
員
が
少
な
い
中
に
待
機
児
童
が
大
勢
い
て
、
子
ど
も
が
入
園
で
き
な
い
た
め
に

　

働
き
た
く
て
も
働
け
ず
、
困
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
保
育
園
の
問
題
は
、
少
子
化

の
原
因
の
一
つ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
立
保
育
園
の
入
園
審
査
は
、
区
役
所
の
担
当
の
課
が
行
い
ま
す
。
仕
事
の
た
め
保
育
園
に
預
け
た
い
場
合

に
は
、
家
庭
の
状
況
（
母
子
家
庭
な
ど
は
優
先
）
や
お
母
さ
ん
の
就
労
状
態
に
よ
っ
て
、
優
先
度
の
高
い
人
か

ら
入
園
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
着
順
で
は
な
い
の
で
、
い
く
ら
待
機
し
て
い
て
も
、
後
か
ら
来
た

子
ど
も
が
先
に
入
園
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
の
状
況
が
同
程
度
だ
と
し
た
ら
、
母
親
の
就
労
状
態
に
よ
る
優
先
度
は
大
体
こ
の
よ
う
な
順
位
で
す
。

１　

現
在
フ
ル
タ
イ
ム
で
外
で
働
い
て
い
る　
　
　

２　

復
職
や
就
職
が
決
ま
っ
て
お
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
外
で
働
く　

３　

自
宅
内
自
営（
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
な
ど
）で
働
い
て
い
る　
　

４　

求
職
中

　

こ
れ
は
一
見
当
然
な
よ
う
で
す
が
、
よ
く
考
え
る
と
矛
盾
が
あ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？　

普
通
に
勤
め
て
い

れ
ば
、
子
ど
も
連
れ
で
働
く
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
１
の
「
現
在
フ
ル
タ
イ
ム
で
外
で
働
い
て
い
る
お
母

さ
ん
」
は
、
い
ま
ま
で
子
ど
も
を
ど
こ
で
保
育
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

高
い
料
金
を
払
っ
て
、
託
児
所
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
利
用
し
て
働
い
て
い
た
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
フ
ル
タ
イ
ム
外
で
」
と
い
う
最
優
先
カ
テ
ゴ
リ
の
中
に
は
、「
親
族
が
経
営
し
て
い
る
会

社
に
籍
を
置
い
て
い
る
」「
実
家
の
親
が
日
中
子
ど
も
を
預
か
っ
て
く
れ
る
」「
知
人
の
会
社
の
名
前
を
借
り
て
、

入
園
で
き
た
ら
就
職
活
動
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
、
比
較
的
恵
ま
れ
た
人
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
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か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
一
番
順
位
の
低
い
４
の
「
求
職
中
の
お
母
さ
ん
」
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

預
か
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
の
な
い
幼
子
を
抱
え
て
い
て
は
、
ま
ず
就
職
活
動
自
体
が
難
し
い
で
し
ょ
う
し
、

面
接
し
た
会
社
か
ら
は
「
先
に
保
育
園
を
決
め
ろ
」
と
言
わ
れ
、
保
育
園
か
ら
は
「
先
に
就
職
を
」
と
言
わ
れ
、

待
機
し
て
い
て
も
順
番
は
ど
ん
ど
ん
抜
か
さ
れ
、
結
局
働
く
の
を
あ
き
ら
め
て
幼
稚
園
に
い
れ
る
と
い
う
ケ
ー

ス
も
多
い
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
非
常
に
「
入
り
に
く
い
」
保
育
園
で
す
が
、
こ
れ
も
い
っ
た
ん
入
っ
て
し
ま
え
ば
、
強
制
的
な

退
園
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
規
定
で
は
「
保
護
者
が
働
か
な
く
な
っ
た
り
、
長
期
治
療
を
要
す
る
病
気
等
で
、

子
ど
も
が
長
期
間
通
園
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
退
園
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
を
や
め
て
も
「
内

職
し
て
ま
す
」「
求
職
中
で
す
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
よ
り
緊
急
を
要
す
る
人
が
待
っ
て
い
て
も
、
す
で
に
入
園
し

て
い
る
子
ど
も
を
強
制
的
に
は
「
出
し
に
く
い
」
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
同
じ
「
求
職
中
」
で
も
「
生
活
保
護

を
う
け
て
求
職
中
」
の
お
母
さ
ん
の
子
ど
も
で
あ
れ
ば
、
保
育
の
必
要
性
と
緊
急
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
、
最

優
先
で
入
園
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
入
園
中
に
保
護
か
ら
自
立
し
て
も
、
仕
事
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

く
て
も
、
ま
ず
退
園
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
「
入
り
に
く
く
出
し
に
く
い
」
福
祉
の
あ
り
方
に
問
題
が
な
い
と
は
け
し
て
言
え
ま
せ
ん
が
、「
都

営
住
宅
」
や
「
公
立
保
育
園
」
の
よ
う
な
公
的
な
機
関
の
利
用
者
を
公
平
に
選
考
す
る
た
め
に
は
、「
規
定
の
条
件
」

を
パ
ス
し
た
人
だ
け
を
通
し
、
条
件
に
あ
わ
な
い
人
は
ハ
ネ
る
し
か
な
い
の
で
す
。

　

入
れ
る
人
数
が
限
ら
れ
て
い
る
、
狭
い
入
り
口
が
あ
る
と
し
ま
す
。

１　

身
体
が
入
り
口
に
あ
っ
て
い
て
、無
理
せ
ず
と
も
入
れ
る
人

２　

身
体
を
屈
め
た
り
曲
げ
た
り
し
て
、な
ん
と
か
入
り
口
に
身
体
を
あ
わ
せ
て
入
る
人

３　
「
あ
な
た
は
大
き
い
か
ら
無
理
で
す
」と
言
わ
れ
諦
め
る
人

　

こ
の
三
種
類
の
人
た
ち
の
う
ち
、
福
祉
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
中
に
入
れ
た
１
と
２
に
該
当
す
る
人

だ
け
な
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
本
書
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る「
生
活
保
護
」も
、入
る（
適
用
）の
が
難
し
く
、出
す（
廃
止
）の

も
難
し
い
福
祉
施
策
の
一
つ
で
す
。し
か
も
、自
営
業
や
副
業
の
よ
う
に
、明
確
な
就
業
評
価
や「
生
活
費
の
算
定
」

す
ら
で
き
な
い
ワ
ー
ク
形
態
の
場
合
、
担
当
者
の
一
存
で
受
給
が
決
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
す
。

　

ど
う
し
て
も
中
に
入
り
た
い
、
狭
い
入
り
口
を
目
の
前
に
し
た
と
き
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
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